
地方創生のキーワード「町民が主役」
人を呼び込む・人を産み育てる・人を支える

平成30年７月５日

自治協働のまちづくり山形県最上町
バイオマス産業都市を目指して
最上町概要
・人口8,800人
・面積330㎢
・森林84％
・高齢化35.5％



地方創生
まち・ひと・しごと創生本部

「都市の課題」
・子育て環境
・高齢化社会
・環境問題

「地方の魅力」
・人の温かさ
・子育て環境
・福祉の充実
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1、子育て支援の充実 (医療費・保育料の無償化・奨学金)

2、健康づくりの町・生涯現役光齢者 (都市との福祉連携）
3、環境にやさしい町 (再生エネルギーで笑エネ社会実現)

地方創生交付金
総合戦略ビジョン
定住自立圏構想

地域に自信と誇りを持つ



地域システムの構築

「地域自立分散型」エリア供給システムの構築

最上町のスマートコ
ミュニティー事業
支援策・数値目標

農商工観連携

町民ファンド

瀬見温泉の温泉熱利用

小水力利用

２０２０年までに再生可能エネルギー２０％目標

里山から木質バイオマス利用

太陽光発電とバイオマス

一伐三残方式 ＧIS・高性能機械

・バイオマス
・太陽光
・風力
・小水力
・温泉地熱

人材育成「海外研修」
（奨学金）



【林業の再生】
Ｓ４７年～Ｓ５０年
団地造成１，３００ｈａ
民有林 ５，０００ｈａ

間伐期

【雇用の創出】
バイオマス

エネルギーの生産
高性能機械の導入

コスト削減
【入口】

【環境への貢献】
人にやさしい町づくり

ウエルネス
クリーンエネルギー

ＣＯ2削減
【出口】

列状間伐「一伐三残方式」

ＧIS・高性能機械導入

バイオマスの取り組み
平成１７年 ＮＥＤＯ実験事業

若手林業家

同志が会社を
立ち上げる

所有権と利用権分離



バイオマスの取り組み

列状間伐 一伐三残方式

ＧIS・高性能機械導入

 



 

実質事業効果5000万円
・雇用・チップ生産42００万

・化石燃料費換算4200万
・地域活性化 ６００万
・プラント運営費4000万

最上病院・健康センター
老人保健施設

ウエルネスプラザ (NEDO)

熱供給・暖房・冷房・温水供給システム

紅梅荘

チップ １，703トン
522.7トンＣＯ２削減

事業の成果
・循環型社会の実現
・産業としての林業

・環境教育
・体験交流

国有林活用
(協定書締結)

木質ボイラシステム
燃焼炉温度 300°～700°
温水生成温度 85°
冷水 往温度8.5°

還温度9.3°
温水 往温度83°

（暖房 ）還温度73°

一伐三残方式

3基のボイラ
550ｋＷ
700kW
900ｋＷ



「子育て大国」若者定住環境モデルタウン
◎ 6棟 1,690万円(1棟)

違うデザインでエネルギーの
組み合わせモデルハウス

◎ 7区画 土地分譲
◎ 集合住宅10世帯

バイオマス熱供給
灯油換算29,583㍑
二酸化単素削減 62トン

15.5ｋＷ

地下水熱利用融雪設備

23区画分譲

CO2削減効果を191.6tCO2

(灯油利用の場合83,600Lを削減

土地3百万円・建物1.690万円 (助成金3百万円)

バイオマスボイラー・ペレット・薪ストーブ・太陽光・無散水消雪

太陽光

９０ｋＷ2基 60ｋＷ1基



籾殻ペレット工場

ペレット工場

太陽光発電

薪ストーブ
エコ地域通貨の提案
木の駅プロジェクト

・バイオマス発電会社

災害支援協定
12市町村

1,000ｋＷ

3社 5,000ｋＷ

バイオマス産業都市を目指して

庁舎

小学校

公共施設合計
147ｋＷ



施設整備費を含んだ事業性の確保について、

「民間事業体による熱電併給事業の可能性を模索。」
（最上町役場、中央公民館、最上中学校を対象に

黒字経営を目指す。）
最上中学校

中央公民館

最上町役場

熱導管距離
180m

今後の検討課題



地方創生の想いは里山再生

森林を
守る

森林を
育てる

森林を
活かす

森林を
支える森林ノミクス

一貫作業システム提案

森林環境税創設

ポット苗

環境に優しいまちづくり



環境教育体験交流・教育旅行

次代を担う子供達へ

婚活💛



ご清聴ありがとう御座いました。

森が人をつなぐ 山形県最上町

バイオマス産業都市を目指して


